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１． 建設市場における供給力の低下が著しい

• 供給力の低下の主要因

⇒ 就業者数(減）×労働時間(減）

需要減が続くも、供給力の減少スピードが需要減を上回り、大幅な需給ギャップに！

➩ 建築費は、2020年の約1.4倍に
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・ 主要大手・中堅建設会社の約7割が、2026年度内は大型の新規工事を引き受ける余力がない（受注を停止・制限している）と回答。

主な要因は、深刻な人手不足、膨大な受注残、「2024年問題」の影響による工期への影響。

・ 影響は、延期や中止に追い込まれる設備投資・開発の停滞の増加 ➩ 経済全体の成長やインフラ更新を阻む「建設の壁」

3.3 主要大手・中堅建設会社の約7割が ２０２６年度内は大型新規工事を引き受ける余力がない
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・予測値（サトウファシリテイーズコンサルタンツ）







5. 東京は世界有数の高コスト都市の一つ

・ 日本の建築工事コストは、世界的に見ても中位から上位に位置。特に東京は世界有数の高コスト都市の一つ。

・ 主要都市との比較では ロンドン、ニューヨークなどの欧米主要都市は東京よりもコストが高く、ロンドンは東京の約1.6倍。

他のアジア諸国（マニラ、バンコク、ジャカルタなど）に比べて、日本は2.3～3.5倍高い。

・ 日本の建設コストは、高い品質基準、深刻な人手不足、円安、特有の産業構造等が、高コストに繋がっている
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